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平
成
三
十
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
泉
地
区

組
織
で
あ
る
自
治
会
・
老
人
会
の
役
員
が
、

そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
総
代
会
で
決
定
し

ま
し
た
。
ま
た
、
各
部
落
の
区
長
・
組
長
さ

ん
等
も
決
ま
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。 

 

【
役
員
】 

会 

長 
 

藤
原 

憲
二 

副
会
長 

 

甲
岡 

秀
文 

監 

事 
 

芝
田 

治
子 

監 

事 
 

芝 
 

伸
行 

動 

支 

部 

長 

井
芝 

千
章 

副
支
部
長 

土
居 

清
矩 

事 

務 

局 

池
下 

康
幸 

女
性
部
長 

栗
木 

ミ
エ
子 

体
育
部
長 

山
本 

悟 

理 
 

事 

奥
藤 

高
志 

監 
 

事 

古
松 

大
司 

監 
 

事 

節
安 

武
美 

宮
本 

泰
伸
（
出
目
一
区
） 

高
田 

貞
夫
（
出
目
二
区
） 

行
定 

重
幸
（
興 

野 

々
） 

藤
原 

憲
二
（
岩 

 

谷
） 

善
家 

隆
志
（
上 

 

川
） 

甲
岡 

秀
文
（
小
西
野
々
） 

東 
 

春
人
（
小 

 

倉
） 

藤
原 

憲
二 
自
治
会
長 

井
芝 

千
章 
老
人
ク
ラ
ブ
支
部
長 

渡
邊 

眞
次 

町
議
会
議
員 

山
下 

里
美 

ほ
っ
と
ホ
ッ
ト
代
表 

行
定 

洋
嗣 

泉
小
学
校
長 

毛
利 

 

巧 

青
年
学
級
代
表 

髙
田 

展
明 

公
民
館
長 

二
宮 

恵
一 

公
民
館
主
事 

二
宮 

國
和
（
出
目
一
１
） 

水
野 

直
喜
（
出
目
一
２
） 

平
丸 

 

弘
（
出
目
一
３
） 

高
木 

 

恵
（
出
目
一
４
） 

男
武 

 

恭
（
出
目
一
５
） 

松
岡 

利
和
（
出
目
一
峠
） 

山
本 

 

勣
（
出
目
一
中
島
） 

芝
田 

治
子
（
出
目
二
新
田
） 

松
浦 

 

智
（
出
目
二
谷
喜
来
） 

加
賀 

和
明
（
興
野
々
芳
） 

渡
邊 

 

靖
（
興
野
々
寺
） 

井
上 

勝
彦
（
興
野
々
中
） 

善
家 

寶
一
（
興
野
々
東
） 

松
田 

浩
志
（
岩
谷
上
） 

藤
原 

憲
二
（
岩
谷
下
） 

伊
勢
田
泰
広
（
上
川
市
ヶ
成
） 

山
下 

展
輝
（
上
川
本
村
） 

佐
々
木
大
介
（
上
川
豊
永
） 

竹
本 

敬
三
（
小
西
野
々
上
） 

増
田 

勝
宏
（
小
西
野
々
下
） 

橋
本 

彰
夫
（
小
倉
町
１
） 

芝 
 

英
行
（
小
倉
町
２
） 

芝 
 

嘉
彦
（
小
倉
川
崎
） 

芝 
 

伸
行
（
小
倉
上
住
） 

長
山 

美
鈴
（
小
倉
下
住
） 

東 
 

福
子
（
小
倉
宮
口
） 

節
安 

徳
男
（
小
倉
宮
奥
） 

木
口 

 

譲
（
小
倉
轟
） 

 

  

 

  

 

 
 



                            

                     

  

 
四
月
の
人
事
異
動
で
、
泉
公
民
館
の
職
員
が
大

幅
に
入
れ
替
わ
り
ま
し
た
。
前
任
者
か
ら
皆
様
方

に
お
礼
の
あ
い
さ
つ
、
新
任
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
自

己
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

 

こ
の
度
の
異
動
に
よ
り
、
泉
公
民
館
を
離
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
様
々
な
行
事
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
私
に
と
っ
て
特
に
思
い
出
深
い
の
は
、

赴
任
一
年
目
の
運
動
会
で
す
。
そ
れ
ま
で
秋
に
実

施
し
て
い
た
も
の
を
、
こ
の
年
か
ら
春
に
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
、
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
準

備
し
た
の
が
、
先
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

 

他
に
も
、
た
か
の
す
学
級
野
外
キ
ャ
ン
プ
や
、

古
代
米
栽
培
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
地

域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
出
来
な
か
っ

た
も
の
ば
か
り
で
す
。 

 

四
月
か
ら
は
町
民
生
活 

課
生
活
支
援
係
で
、
障
が 

い
者
な
ど
の
担
当
に
な
り 

ま
す
。
職
場
は
変
わ
り
ま 

す
が
、
泉
地
区
の
住
民
と 

し
て
引
き
続
き
お
世
話
に 

な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

四
年
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
前
公
民
館
主
事 

木
口 

譲
）  

 

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ 

り
、
四
月
か
ら
泉
公
民
館
の 

管
理
人
を
さ
せ
て
い
た
だ
く 

竹
場
で
す
。 

 

明
る
く
活
気
あ
る
公
民
館 

に
で
き
る
よ
う
毎
日
笑
顔
で 

仕
事
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

掃
除
や
花
の
管
理
な
ど
懸
命
に
頑
張
り
ま
す
の

で
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 （

新
公
民
館
管
理
人 

竹
場
恭
介
） 

四
月
よ
り
新
し
く
泉
地
区
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
松
浦
嵩
輝(

た
か
き)

で
す
。
本
年
度
よ
り
鬼
北
町
役
場
の
保
健
師
と
し

て
勤
務
し
て
い
ま
す
。 

一
年
目
の
ひ
よ
っ
子
保
健
師
で
す
が
、
先
輩
方

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
泉
地
区
の
皆
さ
ん
の
力

を
借
り
て
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
新
泉
地
区
担
当
保
健
師 

松
浦
嵩
輝
） 

 

二
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

 

着
任
し
た
当
初
は
、
公
民
館
の
仕 

事
を
こ
な
し
て
い
け
る
の
か
と
て
も 

不
安
で
し
た
が
、
地
域
の
皆
様
に
支 

え
ら
れ
、
助
け
ら
れ
、
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
何
と
か
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

異
動
に
よ
り
公
民
館
か
ら
は
離
れ
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
も
、
泉
地
区
住
民
の
一
員
と
し
て
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
前
公
民
館
管
理
人 

行
定
美
智
代
） 

 

こ
の
度
の
異
動
で
、
泉
地
区
の
担
当
を
離
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
五
年
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
退
職
ま
で
は
、
ま
だ
し
ば
ら
く
あ
り
ま
す
の

で
ど
こ
か
で
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て
下
さ
い
。 

（
前
泉
地
区
担
当
保
健
師 

谷
口
美
穂
）   

  

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
四
月
よ
り
泉
公
民

館
の
主
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
二
宮

で
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
公
民

館
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

至
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
新
公
民
館
主
事 

二
宮
恵
一
） 
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二
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恵
一 

 
 
 
 
 

管
理
人 

 

竹
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恭
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保
健
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松
浦 

嵩
輝 

 

 

 

 



                            

 
 
 
 

 

       

             

 

今
年
度
の
行
事
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し

た
。
少
し
で
も
多
く
の
行
事
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
地
域
の
方
々
と
の
親
睦
を
深
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
皆
様
の
積
極
的
な
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

【
連
絡
先
】 

保
健
介
護
課
保
健
係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

保
健
師 

松
浦 

 
 
 
 

連
絡
先
：
４
５
―
１
１
１
１ 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
内
線
３
１
１
３
） 

 

<各地区検診日程表> 
 

 
◎小西野々・小倉地区：６月 21日（木） 

 小倉コミュニティセンター 

◎興野々地区：９月 11日（火） 

 興野々集会所 

◎岩谷・上川地区：９月 12日（水） 

 泉公民館 

◎出目地区：９月 19日（水） 

 広見体育センター 

◎全地区（日曜検診）：11月 18日（日） 

 広見体育センター 

 

今
年
度
の
健
康
診
断
の
日
程
は
次
の
と

お
り
で
す
。
健
康
診
断
希
望
調
査
を
ま
だ

出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
こ
れ
か
ら
で
も

構
い
ま
せ
ん
の
で
、
電
話
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
大
切
な
人
の
た
め
、
自
分

の
た
め
に
も
健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う
、
年

に
一
回
は
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ご
連
絡
・
ご
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
い

つ
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

今
年
も
泉
小
学
校
五
・
六
年
生

を
対
象
と
し
た
「
た
か
の
す
学
級
」

が
四
月
十
四
日
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
ま
ず
、
和
太
鼓
練
習
場
で
開

講
式
を
行
い
、
た
か
の
す
学
級
で

の
目
標
や
約
束
・
年
間
の
行
事
を

確
認
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
最

初
の
体
験
行
事
で
あ
る
「
太
鼓
教

室
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
教
室

で
は
講
師
と
し
て
太
鼓
集
団
「
魁
」

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
岡
崎
秀
太
さ

ん
と
三
笠
屋
明
利
さ
ん
に
ご
指
導

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

   

  

実
技
に
入
る
前
に
太
鼓
や
バ
チ

の
種
類
、
譜
面
の
読
み
方
を
説
明

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
練
習
曲

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
最
初
は
リ
ズ

ム
を
と
る
の
が
難
し
く
、
悪
戦
苦

闘
し
て
い
た
学
級
生
も
、
教
室
が

終
わ
る
こ
ろ
に
は
気
持
ち
よ
く
太

鼓
を
叩
け
て
い
ま
し
た
。
教
室
の

最
後
に
は
み
ん
な
が
輪
に
な
っ
て

講
師
の
先
生
方
と
太
鼓
を
使
っ
た

リ
ズ
ム
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
と
て
も

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
た
か
の
す

学
級
生
の
皆
さ
ん
、
こ
の
一
年
間

で
楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
作

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

リズムを間違わずに最後まで残ったのは誰？ 

講師の皆さんと記念撮影！ハイ、チーズ。 
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毎
日
不
安
と
緊
張
の
連

続
で
す
が
、
地
元
の
皆
さ
ん

の
明
る
い
笑
顔
と
優
し
さ

に
と
て
も
助
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
泉
地
区
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
、
頑
張
り
ま
す
。 

○恵 

 

                            

                      

（
６
月
） 

 

５
日 

老
人
ク
ラ
ブ
理
事
会 

 

６
日 

ふ
れ
あ
い
農
園
事
業
田
植
え 

 

７
日 

文
化
部
会 

 

12
日 

泉
自
治
会
連
絡
協
議
会 

 

20
日 

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室 

 

21
日 

盆
踊
り
大
会
実
行
委
員
会 

（
７
月
） 

 

１
日 

広
見
川
等
統
一
河
川
清
掃
日 

 

３
日 

女
性
部
会 

 

４
日 

老
人
ク
ラ
ブ
理
事
会 

 

10
日 

ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会 

 

19
日 

盆
踊
り
大
会
実
行
委
員
会 

 

下
旬 

た
か
の
す
学
級
野
外
キ
ャ
ン
プ 

 

図
書
室
に
、
新
た
に
九
冊
の
本
を
購

入
し
ま
し
た
。
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
、
是
非
借
り
に
来
て

く
だ
さ
い
。 

☆
☆ 

新 

刊 
図 

書 

☆
☆ 

 

①
「
Ｌ
ｉ
ｌ
ｙ 

日
々
の
カ
ケ
ラ
」 

 

②
「
お
茶
目
に
100
歳
！ 
寂
聴
さ 

 
 

ん
」 

 

③
「
文
豪
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
決
定
戦
」 

 

④
「
日
本
史
探
偵
コ
ナ
ン
１ 

原
始 

 
 

世
界
の
冒
険
者
」 

 

⑤
「
日
本
史
探
偵
コ
ナ
ン
２ 

ひ
と 

 
 

り
ぼ
っ
ち
の
女
王
」 

 

⑥
「
日
本
史
探
偵
コ
ナ
ン
３ 

霧
の 

 
 

中
の
異
邦
人
」 

 

⑦
「
日
本
史
探
偵
コ
ナ
ン
４ 

裏
切 

 
 

り
の
巨
大
像
」 

 

⑧
「
日
本
史
探
偵
コ
ナ
ン
５ 

十
二 

 
 

単
の
好
敵
手
」 

 

⑨
「
す
て
き
に
ハ
ン
ド
メ
イ
ド 

５ 

 
 

月
号
」 

 

今
後
も
随
時
、
図
書
の
購
入
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
読
ん
で
み
た
い

本
や
お
薦
め
の
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

泉
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 
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笑
え
ま
す
！
泣
け
ま
す
！ 

 

瀬
戸
内
寂
聴
の
「
お
ち
ゃ
め
な
素
顔
」

と
「
愛
あ
ふ
れ
る
本
音
」
を
赤
裸
々
に
綴

っ
た
初
め
て
の
エ
ッ
セ
イ
本
。
い
ま
人
生

の
目
的
や
社
会
と
の
接
点
を
持
て
ず
に

生
き
て
い
る
若
い
世
代
の
人
た
ち
に
、
ぜ

ひ
と
も
読
ん
で
ほ
し
い
一
冊
で
す
。 

       

過
去
の
時
代
へ
飛
ば
さ
れ
た
少
年
少

女
＝
タ
イ
ム
ド
リ
フ
タ
ー
は
、
は
た
し
て

名
探
偵
コ
ナ
ン
の
助
け
を
借
り
て
現
代

へ
戻
れ
る
の
か
？
「
歴
史
を
学
ん
で
も
ら

う
前
に
、
ま
ず
歴
史
の
楽
し
さ
を
知
っ
て

ほ
し
い
・
・
・
」
そ
ん
な
思
い
を
形
に
し

た
一
冊
で
す
。 

       

日
本
文
学
に
金
字
塔
を
打
ち
建
て
た
、

50
人
の
文
豪
た
ち
。
夏
目
漱
石
か
ら
星
新

一
、
江
戸
川
乱
歩
に
松
本
清
張
・
・
・
。

「
美
文
」
「
思
想
」
と
い
っ
た
項
目
で
採

点
・
ラ
ン
キ
ン
グ
化
。
各
文
豪
の
魅
力
を

再
発
掘
し
ま
す
。
さ
て
、
栄
え
あ
る
第
一

位
に
輝
い
た
の
は
・
・
・
！ 

 

       

女
優
石
田
ゆ
り
子
が
日
々
、
大
切
に
し

て
い
る
の
は
、
と
て
も
さ
さ
や
か
な
こ

と
。
大
好
き
な
も
の
な
ど
に
つ
い
て
綴
っ

た
21
編
の
エ
ッ
セ
イ
、
正
直
に
語
っ
た
ロ

ン
グ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
石
田
ゆ
り
子
の
カ

ケ
ラ
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た
、
や
さ
し
く

て
、
と
び
き
り
楽
し
い
一
冊
で
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

編 集 後 記 ★
今
後
の
予
定
★ 


